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（
外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

外
国
為
替
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
五
年
大
蔵
省
令
第
四
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
三
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
三
条
第
一
項
に
」
を
「
第
六
条
第
一
項
に
」
に
改
め
、「（
第
二

十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
電
子
情
報
処
理
組
織
」
と
い
う
。）」
を
削
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る
国
税
等
の
徴
収
関
係
事
務
等
の
取
扱
い
の
特
例
に
関

す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る
国
税
等
の
徴
収
関
係
事
務
等
の
取
扱
い
の
特

例
に
関
す
る
省
令
（
平
成
三
年
大
蔵
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
五
項
第
三
号
中
「
国
税
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

省
令
」
を
「
国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
」
に
、「
第
七
条
第

一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
年
大
蔵
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

別
紙
様
式
第
四
中
「行

政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

」
を
「情

報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律

」
に
、「第

三
条
第
一
項

」
を
「第

六
条
第
一
項

」
に
改
め
る
。

（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
等
に
基
づ
く
手
数
料
の
納
付
手
続
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の

一
部
改
正
）

第
十
四
条

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
等
に
基
づ
く
手
数
料
の
納
付
手
続
の
特
例
に
関
す
る

省
令
（
平
成
十
三
年
財
務
省
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
中
「
第
二
十
五
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」

に
改
め
、
同
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
中
「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
一
号
」
を
「
平
成

二
十
九
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
を
第
三
号
と
し
、
第
六
号
を
第
四
号
と
し
、
第
七

号
を
第
五
号
と
す
る
。

（
税
関
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

税
関
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年

財
務
省
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

税
関
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令

目
次
中
「
第
三
条
」
を
「
第
三
条

第
三
条
の
五
」
に
、「
第
七
条
・
第
八
条
」
を
「
第
七
条

第
八
条
」に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
に
、「
第
三
条
第

一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
及
び
第
七
条
」
に
、「
使
用
し
て
行
わ
せ
又
は
」
を
「
使
用

す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
四
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法

第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条

第
一
項
」
に
、「
使
用
し
て
行
わ
せ
る
」
を
「
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
」
に
改
め
る
。

第
二
章
中
第
三
条
の
二
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
申
請
等
に
係
る
電
子
情
報
処
理
組
織
）

第
三
条
の
三

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

輸
出
入
等
関
連
情
報
処
理
組
織

二

税
関
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
等
を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算

機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織

（
情
報
通
信
技
術
に
よ
る
手
数
料
の
納
付
）

第
三
条
の
四

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の

情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
等
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
納
付
情
報
に
よ
り
納
付
す
る
方
法
と
す
る
。

（
処
分
通
知
等
の
う
ち
に
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
困
難
又
は
著
し
く
不
適
当
と

認
め
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
場
合
）

第
七
条
の
四

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
と
す
る
。

一

処
分
通
知
等
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
対
面
に
よ
り
本
人
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
行
政
機
関
等
が
認
め
る
場

合
二

処
分
通
知
等
に
係
る
書
面
等
の
う
ち
に
そ
の
原
本
を
交
付
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
が
あ
る
と
行
政
機
関
等
が
認

め
る
場
合

第
八
条
の
見
出
し
中
「
手
数
料
等
」
を
「
手
数
料
」
に
改
め
、
同
条
中
「
前
条
」
を
「
第
七
条
」
に
、「
も
の
と
す

る
」
を
「
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
る
。

（
予
算
及
び
決
算
に
係
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
対
象
手
続
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

予
算
及
び
決
算
に
係
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
対
象
手
続
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
五
年

財
務
省
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
申
請
等
の
う
ち
に
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
困
難
又
は
著
し
く
不
適
当
と
認
め

ら
れ
る
部
分
が
あ
る
場
合
）

第
三
条
の
五

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
六
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
と
す
る
。

一

申
請
等
を
す
る
者
に
つ
い
て
対
面
に
よ
り
本
人
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
行
政
機
関
等
（
電
子
情
報
処
理
組

織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
税
関
そ
の
他
の
関
係
行
政

機
関
（
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
管
理
者
を
含
む
。）を

い
う
。
次
号
及
び
第
七
条
の
四
に
お
い
て
同
じ
。）が
認
め
る
場
合

二

申
請
等
に
係
る
書
面
等
の
う
ち
に
そ
の
原
本
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
が
あ
る
と
行
政
機
関
等
が
認
め
る

場
合

第
四
条
中
「
通
関
業
法
」
の
下
に「（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）」を
加
え
、「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第

三
条
第
四
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一

項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
四
条
第
一
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
七
条
第
一
項
」
に
、「
使
用

し
て
」
を
「
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
」
に
改
め
、「
処
分
通
知
等
は
、」の
下
に
「
第
五
条
第
三
項
又
は
第
五
条
の
二
第

四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
及
び
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
処
分
通
知
等
に
係
る
電
子
情
報
処
理
組
織
）

第
七
条
の
二

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織
は
、
輸

出
入
等
関
連
情
報
処
理
組
織
と
す
る
。

（
処
分
通
知
等
を
受
け
る
旨
の
表
示
の
方
式
）

第
七
条
の
三

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
式
は
、
輸
出
入

等
関
連
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
識
別
番
号
及
び
暗
証
番
号
の
入
力
と
す
る
。
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